
観光まちづくり課

松井 和矢

地域おこし協力隊
活動報告



松井和矢とは

協力隊着任の理由

今までの活動

成果

課題

気付き

これからやること

まとめ

目次



松井和矢とは？

• 1995年生まれ 27歳 大洲市大洲出身

• 大洲高校 卒業

• 広島工業大学 入学

• 同 中退

• 大手前大学 入学

• 航空自衛隊に入隊（R3年）
• 目標を持って入隊したが、希望職種に配属されず、退職。

• 大洲市地域おこし協力隊（観光まちづくり課）着任
• R4年10月より

• 最近の悩み
• 太った



松井和矢とは？

• 得意なこと
• ものづくり

とにかく何かを作る、直す、整備することが
好き。

• 模型製作
飛行機、鉄道、車、船、キャラクター物、プ
ラスチック、金属、紙、3Dプリンタなんでも
ござれ。

• 接客
昔からポコペン横丁で店を手伝っていた
こと、計５年ほど飲食業でバイトしていたの
で、それなりに得意。

• ドローン操縦
民間資格取得済み。ぼちぼち飛ばせる。

• 苦手なこと
• デスクワーク

• 苦手。できれば手を動かして何かを作る仕事をし
ていたい。

• 運動
• 運動神経が悪く、体が思い通りに動いていない。
球技がとにかく下手。

• 数学
• 数ⅡB、2教科合わせて３2点だった過去アリ。



活動目的

•肱南地区の観光振興
肱南地域の観光業をより盛り上げる

•地域のにぎわいづくり
肱南地域において新たな賑わいを創出する取り組み

観光客に向けた取り組み。

地元住民に向けた取り組み。



協力隊着任の理由

•大洲で暮らしたかった。

•退職したとき、ちょうど募集を見つけた。

•元々は四国最大手の鉄道会社で地域の魅力発掘、観光事業の開発
やツアーの販売などを行いたかった。



•ポコペン横丁

•科学体験フェスティバル

•キャッスルステイ

•ツイードランクラシックオオズ

•船頭研修

•まちづくり大学
• 大洲市町家活用事業推進レポート

（瓦版）

•地域おこし協力隊交流研修会

•観光人材育成講座

•地域創生セミナー

•ローカルビジネス創出研修会

•伊方町アウトドアシンポジウム

地域に関すること 仕事、勉強に関すること



今までの活動

ポコペン横丁

ブース運営、事務局業務一部請負

１ブースを運営中。模型販売、スーパーボールすく
いが主業務。

スーパーボールすくいの運営は好調。模型販売は
本体販売のほか、完成品、製作依頼も数件受注。R5
年よりポコペン横丁の事務局業務を一部遂行中。

本年度も引き続きブース運営、事務局業務を遂行予
定。

科学体験フェスティバル

ブース運営補助担当

「透明石鹸で結晶モデルをつくろう」ブースにお
いて、運営補助並びに、子供への指導を実施。

ブースの責任者より、人手不足による救援要
請を受けたため参加。

引き続き参加するかは不明。



キャッスルステイ

城主（宿泊者）歓迎行事への参加

• ほぼ毎回参加。人間関係の構築に非常に役
立っている。

• 本番では眼鏡を外す都合上、遠くのものが
見えない。つまり、過去お迎えした城主様の
顔を知らない。

今までの活動



ツイードランクラシックオオズ

運営事務局として参加

• 大洲でのイベント開催のノウハウや、イベント
を主催する際にカギとなる有力者とのつなが
りを得るために参加。結果は上々。自分の目標
達成とともに、イベント自体も成功を収めた。

今までの活動



船頭研修

• 研修受講中

• 2級船舶免許取得を前提に参加。R5年夏頃
の船頭デビューを目標に、現在も訓練継続
中。

まちづくり大学

• 参加中

• 大洲市の現在と未来について学び、事業者
の方々がどのような考えを持っているかを知
ることで、協力隊としての活動や、退任後の
生業づくりの資とするために参加。

今までの活動



地域おこし協力隊

交流研修会

• 受講

• 愛媛県内の地域おこし協力隊による研修会。
協力隊の活動の流れや、他の協力隊員の活
動内容、協働できそうな隊員を探すために
参加。

観光人材育成講座

• 受講

• 愛媛県内の自治体、旅行会社が集まった勉
強会。

• 世界的な旅行業界の動きや、外から見た愛
媛県の強み、講師から勢いがあると判断され
た県内の地域の取り組みについて学んだ。

今までの活動



ローカルビジネス創出研修会

• 受講

• 愛媛県南予地方局八幡浜支局主催。

• 地域おこし協力隊現役隊員が、社労士、協
力隊OBその他指導者等による起業案の添
削、指導を受けられる研修会。私自身の起
業案はいまだに確定はしていないが、先行
事例を学ぶことを主目的に参加。

伊方町アウトドアシンポジウム

• 受講
• 伊方町におけるアウトドアをメインに据えた
宿泊サービスの説明会。

• 大洲市においても、家族村の好調からアウト
ドア需要は高まっていると判断し、他自治体
の取り組みを学び、大洲市でも大洲市にお
いても活用できる案を探すために参加。事業
内容は伊方町に特化されており、そのまま大
洲市に導入はできないものの、観光地を巡る
ツアーという概念や、地元事業者との協力、
協力隊による参画など、要所で学ぶものが多
かった。

今までの活動



大洲市町家活用事業推進レポート（瓦版）

•発行、編集担当
• ２、３号の編集を担当。

• 記事の作成や取材などを通して、大洲の今
の姿、将来的に目指す着地点を学ぶ。

今までの活動



大量のやりたいこと

• アイデアだけなら出るには出るが、
まだ「自分がやりたいこと」が基準。
ひとりよがり。

• 大洲の街に合うか
• 誰が喜ぶか。
• どのような効果があるか
• 需要
• 予算…
• 事業の継続性

何か違う。求められているものはこうじゃない。

成果



・町並みの保存と活用

・大洲の深いところまで興味を持ってく
れる人に来てほしい

という目標に向けて進む大洲市に対し、
極端な尖り方をした自分がうまく寄り添
えない。

大洲市

もしかして：ヤマアラシのジレンマ

松井

課題



それでも手掛かりはあった。

•実銃の使用経験あり
→鉄砲隊メンバー入り

• ポコペン横丁メンバー
→事務局業務の補助、市とポコペ
ンのつなぎ役

• ドローン操縦資格
→キャッスルステイや川遊びの映像
撮影サービスができる

大洲市

もしかして：ヤマアラシ気付きえらい

やり方次第で刺さるところはある！

気付き



• 退任後に向けた生活基盤の確保
• 収入源の確保

• 「プレイヤー」か「マネージャー」
• 自分で仕事をするのか、仕事をマネジメントする側に回るか

• 就業、起業する業種の模索
• ドローン操縦？
• 模型店？
• 飲食店？

• 各種イベント、行事への参加
• ポコペン横丁
• うかい（船頭）
• キャッスルステイ（出迎え）
• 大洲市鉄砲隊

これからやること



もし大金（5000万円～１億円）を稼げたら……
→飛行機を買って、お祭りに合わせて展示飛行をしたい！

まとめ
•これまでの成果

• 具体的な成果物はなし。
学びと経験を得たのみ。

目指す人物像
「どこにいても会う気がする」
「町に３人くらいいそう」
「気付いたらそこにいた」
「案の定いた」
こう言ってもらえるほど地域に
馴染んだ人間

今後の目標

仕事について
大洲で生きていくために、何らかの収入源
を得る。
単発で終わらない、継続性のある事業を
計画、開始する。
起業するのであれば、それを「大洲でや
る」理由付けもはっきりさせる。



ご清聴ありがとうございました。


